












要約 

先天異常モニタリングの基本として,発生率の時間的変化を監視する統計的方法を検討し

た。Z 法,累積和法,セット法が現在使用されているが,いずれも長所短所があり,さらに効

果的な方法を開発する必要がある。モニタリングにあたってはこれらの方法を並行して用

い,誤警報を最小にし,ベースラインの変化を効果的に検出するシステムを開発する必要が

ある。 


